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序章において、次のことを論じた。日本に特徴的な現象と思われていた「引きこもり」

は、日本だけではなくヨーロッパにおいても現実な問題になりつつある。2008 年にイタリ

アでの「引きこもり」の最初のケースが確認されている。このような「引きこもり」の現

象の広がり、そして私の出身国であるイタリアでの「引きこもり」の存在は、本研究のテ

ーマである「引きこもり」に関する比較研究の重要な引き金となった。 

日本とイタリアの文化的、社会的、歴史的な特徴は大きい違いがある。それにもかかわ

らず「引きこもり」の比較研究によって、多くの共通性が見出されてきている。主な共通

点は、家族の危機的な状態である。様々な理由から家族の危機は生じるのであるが、その

中でも親が自己矛盾や不安を抱えている場合には、それは子どもの精神形成に強い影響を

与える。本論文では、家族の危機が「引きこもり」の形成にどのような影響を与えている

のかを、フィールドワークと、ナラティヴ分析に基づく事例研究法を用いて具体的に検討

することを目的とする。 

 

第１章では、日本の「引きこもり」の現象の特徴と、それと関連する社会文化的背景を

検討した。「引きこもり」に関連する社会的文化的背景については、土居 健郎の著作であ

る「甘えの構造」で示されている価値観を参考にして考察を行った。現在の日本社会は、

非常に厳しい競争社会である。そのような競争社会において、「甘えの構造」で示された

価値観をもって社会生活を送ろうとした場合、精神的な苦しみが生じることになる。「甘
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え」の価値観が「引きこもり」の形成に重要な影響を与える要因になっているというのが、

本章で見出された仮説である。「甘え」が過ぎることによって、母親と子どもとの関係が

依存的でアンバランスなものになる。多くの「引きこもり」の事例において、このような

アンバランスな、甘えた母子関係がみられる。たとえば、母親との、依存的で甘えた関係

は、子どもの性格の弱さとなって対人関係の問題として顕れる。具体的には、学校で他者

と適切なコミュニケーションをとることを難しくし、人間関係における孤立を引き起こす。 

日本とイタリアの「引きこもり」の事例を比較したところ、日本と同様な母子の依存関

係がみられた。その点で依存に関連するアンバランスな親子関係が「引きこもり」の現象

の要点になっていることが明らかとなった。イタリアの「引きこもり」の家族においても、

母子関係への執着と、依存感情が生じていた。それは、父親の在り方にも影響を与え、家

族全体のバランスが悪くなり、それが「引きこもり」として生じている点では、日本の

「引きこもり」でもイタリアの「引きこもり」でも共通した特徴であった。 

 

 

第２章で、イタリアの「引きこもり」の現象の発見とその後の経過について、イタリア

の臨床現場においてフィールドワークを行い、そこで得られた情報に基づき、事例研究と

考察を行った。2009 年にイタリアにおける最初の「引きこもり」のケースが確認されたが、

同じ年に私は、日本の引きこもりに関する書籍をイタリア語で出版した。それと軌を一に

してイタリアの新聞において「引きこもり」の現象が記事として取り上げられた。それを

契機として子どもの引きこもりを心配する多くの親が相談センターに心理支援専門職のア

ドバイスを求めて連絡をすることが生じた。相談センターのセラピストと心理学者と「引

きこもり」に関する研究会を持つことになった。そこで、イタリアの「引きこもり」と日

本の「引きこもり」の比較検討を行い、その結果、両者の異同が明らかになった。 

両国の「引きこもり」に共通した特性として以下の４点が明らかとなった。 

 

 六ヶ月以上の「引きこもり」の状態、 学校に対して恐怖を感じた経験があること、 

インターネットの依存（ただし、日本の「引きこもり」の事例に関しては、すべてにイ

ンターネット依存があるとはいえない）、昼夜逆転の生活リズム、 

 

また、イタリアではみられないが、日本の「引きこもり」に特徴的にみられた特性とし

て、次の 2点が確認された。 

 「恥」の感情、 母親への暴力。  

 

日本の「引きこもり」と同様に、イタリアにおいても最も有効な介入方法は、「家庭に

おける支援」である。イタリアのセラピストの経験によると、「家庭における支援」は、

実行が難しいものであるが、そのほかの心理療法と比較して「引きこもり」に適した方法

であることは確かであるとのことである。なぜならば、「家庭での支援」をした場合、

「引きこもり」の人とほとんど自己表現をしないものであるが、セラピストは彼らの部屋

で確認できる象徴的な表現によって「引きこもり」の心を理解でき、そして家庭環境を知

る事が出来るからである。この点については、2 人の心理学者の興味深い経験に関しての

事例研究を行った。 
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さらに、イタリア各地におけるフィールドワークによって、地域によって「引きこも

り」の方法が異なることも明らかとなった。イタリアは、北、中央、南の三つの部分に分

けることが出来る。それぞれの地域は環境が大きく違う特徴がある。たとえば、、北のイ

タリアよりも南のイタリアは経済的にも、社会的にも貧しい地域である、北より南の「引

きこもり」の状態は退廃的である。「引きこもり」の原因も北部地域と南部地域では相違

がある。詳しくこの状態を説明するために、北のイタリアの「引きこもり」のケースと南

のイタリアの「引きこもり」の事例研究を行った。なお、全てのケースで共通しているこ

とは家庭内に問題を抱えていることである。 

 

 

第３章では、社会的文化的背景を含めて日本とイタリアの「引きこもり」の特徴の異同

に関してさらに考察を深めることを目的とした。最初に日本とイタリアの間の共通点と相

違点について検討したうえで、次にその比較を媒介として、「引きこもり」が出現した背

景となっているイタリアの文化的歴史的な要因及びや現在の社会状況背景を分析した。第

３章では、社会的文化的背景を含めて日本とイタリアの「引きこもり」の異同に関してさ

らに考察を深めることを目的とした。最初に日本とイタリアの共通点と相違点に関して検

討し、確認したうえで、次にその比較を媒介として「引きこもり」が出現する背景となっ

ているイタリアの文化的歴史的な要因及び現在の社会状況を分析した。事例研究により、

イタリアの「引きこもり」においては、日本の「引きこもり」とは異なり、自己に対して

の恥の感情や罪悪感を抱くことなく、逆に社会に対する反発心のような感情が関連してい

ることを示した。その反発心は、国家主義や集団的価値観になじめない態度にも通じるも

のである。このような態度は、イタリアの文化的歴史的な背景と密接に結び付いたもので

あることを明らかにした。この点が、「引きこもり」に関して、社会的文化的背景を含め

たイタリアと日本の相違点である。逆にイタリアと日本の共通の問題としてみられたのは、

母親と子どものアンバランスな関係である。この点については、事例研究で詳しく分析し、

確認した。なお、この点と関連して、最近両国で共通したみられるものとして、「レンタ

ルお姉さん」という「引きこもり」のための支援の方法があることである。これは日本で

始まった活動であるが、現在ではイタリアでもおこなわれている。ただし、イタリアでは、

この「お姉さん」は若い心理士が務めているのに対して日本では、専門家ではない普通の

女性が行っている。もう一つの共通する特徴として、イタリアの「引きこもり」の事例の

８０％は、現在の日本文化に強い関心をもっていることである。特に、日本の「引きこも

り」の大多数がそうであるように、イタリアの「引きこもり」事例においても日本の漫画

への強い関心がみられる。この関心は、執着に近いものとなっており、漫画依存のような

状態になっている。このような依存状態については、事例研究において具体的に記述し、

そのメカニズムを分析した。 

 

 

第４章の目的は、「引きこもり」の成因に関する理論的考察することである。特に他者

の感情が「引きこもり」にどのような心理的な影響を与えるのかというテーマに関して脳

科学の知見と心理学理論を参考として、人間が他者の感情に影響される仕方ついて検討し

た。「引きこもり」に関連する感情の影響のあり方として、他者の感情を取り込み、無意

識的にその他者の感情を、無意識的に“模倣する”という現象がみられた。不安定な環境
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に置かれた人間は、他者の苦悩、緊張、不安などの否定的な感情を取り込み、真似てしま

う。「引きこもり」の事例においては、このような無意識の取り込みが明確に家庭内にお

いてみられた。矛盾、葛藤、不満の感情を内包する親は、子どもに表面的な関心しか示し

ていない。そのため、子どもは、そのような表面的感情と対人関係の在り方を取り込んで

しまう。その結果として、社会的環境に対応できなくなり、「引きこもり」に向かうこと

になるとの仮説を生成した。この点については、事例研究を通して考察をした。 

「引きこもり」をどのようにみるかについては、日本の専門家の間では様々な意見がみ

られる。しかし、日本とイタリアの専門家のいずれも、「引きこもり」の現象は、精神疾

患（病気）ではなく、心理的な問題とみなしている。したがって、社会や家族はその形成

に深く関わっているといえる。ただし、社会環境を変化させることは困難である。変化、

改善の可能性があるのは家庭環境である。その点で家族が変化することが、「引きこも

り」からの回復に大きく寄与するものといえる。 

 

 

 

終章では、次のことを結論として示唆した。本論文における事例研究と、社会文化的考

察から導き出された結論は、家族の影響の強さであり、それゆえに家族の変化が引きこも

りの問題解決につながるだろうというものである。また、日本とイタリアの「引きこも

り」の現象の比較研究を通して、それが、ひとつの社会的問題となっていることも明らか

にした。特に先進国にみられる消費文化や情報社会の在り方が、ますます「引きこもり」

を発生させ、維持させる環境を提供していること伺われた。今後「引きこもり」の現象は

形を変えて消費文化を謳歌する先進国の多くで社会問題となってゆくことが本論文の結果

として推測される。 

 

 

 

 

 


